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九州地方整備局

１．対象地域の状況
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１-１．評価対象区間
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対象地域の状況

〇宮崎市は空港、港湾及び高速道路・国道など、主要な交通手段が中心部付近に集積。
〇対象区間の現道は、宮崎市北部に位置し、県東部を縦貫する幹線道路である国道10号の一部区間であり、前後
を4車線区間に挟まれた2車線区間である。

１．一般国道１０号住吉道路の概要
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（1.02）

宮崎県
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４．地域の現状と課題＜人口増加・市街化＞

資料：各年国勢調査

資料：各年国勢調査
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〇宮崎県全体の人口が平成7年以降減少する中、宮崎市は増加傾向。
〇宮崎市では宮崎県全体と比べ高齢者の割合が低く、生産年齢人口の割合が高い。

２．地域状況

対象地域の状況

【人口増減率の状況（H2⇒R2）】 【人口の推移】

401,339⼈
宮崎市

9.9％

宮崎市
（1.10）

みや ざき

【年齢階層別人口割合】

65歳~
（⽼齢⼈⼝）

15~64歳
（⽣産年齢⼈⼝）

~15歳
（年少⼈⼝）

宮崎市

4

宮崎県と比べ生産年齢
人口の割合が高い
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〇宮崎市～西都市・高鍋町・新富町等北部地域の自動車流動は業務交通と通勤・通学で約６割を占めている。
〇宮崎市の通勤通学流動における交通手段は、自家用車が約７割と自動車への依存が高い。

３．交通特性

４．地域の現状と課題＜交通状況＞

▲自動車交通流動（全目的）

▲宮崎市への自動車での移動目的

資料：H27全国・街路交通情勢調査

資料：H27全国・街路交通情勢調査

資料：R2年国勢調査

宮崎市の自動車利用は70％
西都市・高鍋町・新富町の
自動車利用は概ね80％

▲宮崎市及び周辺自治体における
通勤通学時の交通手段

※宮崎市～西都市，高鍋町・新富町，木城町・都農町・川南町，
県北部の流動内訳 帰社・帰宅は除く
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対象
区間

10

10

※ 対象区間を利用
する可能性が
高い交通流動

対象地域の状況

業務交通
30％

通勤・通学
28％

5

220

※業務交通
仕事に関係する移動や貨物の運搬などに
関係する移動を目的とした交通



〇対象区間北側の国道10号佐土原バイパスは、盛土構造でｱｸｾｽｺﾝﾄﾛｰﾙされている。
〇対象区間南側の国道10号宮崎北バイパスは、平面道路であるが中央分離帯でｱｸｾｽｺﾝﾄﾛｰﾙされている。
○対象地域周辺の国道10号は沿線に商業施設や飲食店等が立ち並び、右折車両による渋滞、交通混雑に

起因する追突事故が発生している。

３．交通特性

11４．地域の現状と課題＜周辺状況＞
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【平面構造】
中央分離帯あり

沿線施設への円滑な
出入りを確保

【盛土構造】
沿線との出入りを
交差点のみに集約

対象地域の状況
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新名爪交差点間

国道10号佐土原
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（計画4車線）
L=5.6ｋｍ

さどわら

はらぐち

にいなづめ

国道10号宮崎北
BP（４車線）

L=6.1ｋｍ

暫定2車線
開通済

（S63年4月）

4車線開通済
（H12年3月）

新名爪交差点

10
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写真①

(２車線区間)
L=約5ｋｍ

原口交差点

黒田交差点

日向住吉駅

片瀬原
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蓮ヶ池駅

宮崎神宮駅
神宮東3丁目

柳之丸

小無田

芳土ランプ

至） 延岡市

至） 宮崎市中心部

写真①

▲ 国道10号（対象区間）の
交通事故分類（H29～R2）

資料：交通事故統合データベース

追突事故が7割
以上を占める

追突74％

出会頭
12％

左折3％
右折2％

正⾯衝突1％ ⼈対⾞両2％

その他6％

死傷事故件数
287件/4年

（Ｈ29〜Ｒ2）



対象区間
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新名爪
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４．地域の現状と課題＜産業＞

〇宮崎市の製造品出荷額は宮崎県内第３位で、対象区間沿線には宮崎テクノリサーチパークや佐土原中央工業団地、
石崎工業団地等の産業拠点が立地。

〇宮崎県には主要な観光施設が多く存在し、宮崎市内にも点在している。
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４．地域の特色

対象地域の状況

▲宮崎県内の工業団地

資料：宮崎県主要工業団地

▲宮崎県内の製造品出荷額割合

※主要観光施設：R1宮崎県観光入込客統計調査
（利用客上位20位までの施設） 7

都城市
26%

延岡市
18%宮崎市

17%

⽇向市
9%

その他
30%

資料：R3経済センサス（R2実績)
県内第3位

■住吉地区の⼯業団地概要

宮崎テクノリサーチパーク

佐⼟原中央⼯業団地

・敷地⾯積︓37万㎡
・分譲開始︓H8年
・主な企業︓研究開発関係
・企業数︓17企業

・敷地⾯積︓18万㎡
・分譲開始︓H5年
・主な企業︓⾷品関係
・企業数︓6企業

宮崎リサーチパーク

⽯崎⼯業団地
・敷地⾯積︓6万㎡
・分譲開始︓H21年
・主な企業︓農⼯業関係
・企業数︓6企業

う ど

しゅせん

対象区間

資料：図説 九州経済2016
平成28年 宮崎県観光入込客統計調査

10

10

原口
交差点

新名爪
交差点

西都IC

国富SIC

総合
⽂化公園

宮崎県⽴
美術館

平和台公園

宮崎神宮

科学
技術館

総合
博物館

フローランテ
宮崎

宮崎市
フェニックス
⾃然動物園

宮崎港

歴史資料館
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出典：R1 宮崎市観光統計

新名爪
交差点



九州地方整備局

２．一般国道１０号住吉道路の概要
す み よ し
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対象地域の状況対象地域の状況

・事業名：一般国道１０号 住吉道路
・区間 ：宮崎県宮崎市佐土原町下那珂～宮崎県宮崎市新名爪
・延長：6.4km ・車線数：4車線 ・計画交通量：19,200～29,200(台/日)
・全体事業費：約490億円

【計画概要】

【事業の経緯】

・H27. 3～R2.2：計画段階評価の手続き
・R2. 3：対応方針（概略ルート・構造）の決定
・R4.12：都市計画（決定）告示、
・R5. 1：環境影響評価手続き完了

す み よ し

9

みやざき みやざき さ ど わ ら ちょう し も な か みやざき みやざき に い な づ め

橋梁部

標準横断図

（単位： m）

土工部

凡 例

高規格幹線道路

一般有料道路
国道
主要地方道
一般県道

4車線以上

2車線

調査中

事業中

主要観光地

主要渋滞箇所

フェニックス
カントリークラブ

10
国 道

10
国 道

219
国 道

一般国道10号
住吉道路

(宮崎市佐土原町下那珂
～宮崎市新名爪)

【事業位置図】

至）延岡市



九州地方整備局

３．地域の課題と整備効果
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【課 題】
●対象区間は、主要渋滞箇所６箇所含む信号交差点が11箇所あり、平日・休日ともに速度低下が著しい。さらに、沿

線店舗への出入により速度低下に拍車
●事故危険区間が１８箇所存在し、渋滞に起因する追突事故が全体の約７割を占めている状況
●小・中・高校の教育施設も多く、通学路として利用されている。

11

地域の課題と整備効果

１．渋滞発生による速度低下と追突事故の発生

【整備効果】
○国道10号の交通が住吉道路に転換し、現道部の混雑が緩和時間

▲ 国道10号（対象区間）の
交通事故分類（H29～R2）

▲ 国道10号の渋滞状況と
沿道施設への出入による影響

追突74％

出会頭
12％

左折3％
右折2％

正⾯衝突1％ ⼈対⾞両2％

その他6％

死傷事故件数
287件/4年

（Ｈ29〜Ｒ2）

写真①

至） 宮崎市中心部

至） 延岡市

資料：交通事故統合データベース

資料：ETC2.0データ(R3.4～R4.3）
H27全国・街路交通情勢調査 一般国道（直轄）の平日混雑時旅行速度

休日：10時～16時 平日：7時～9時、17時～19時

休
日

平
日

▲ 国道10号対象区間の速度分布図 (ピーク時間帯上下平均)

速度低下

10

10

対象区間
国道10号宮崎北BP

４車線
国道10号佐土原BP

完成４車線（暫定供用中）

至）西都市

至
）宮
崎
市
中
心
部

下り（方面）

上り（方面）

原口
交差点 新名爪

交差点

至
）延
岡
市

黒田交差点

小

高

中

中

中
高

小

2車線

写真①

高

中

新名爪

速度低下

原口

主要渋滞箇所

事故危険区間

高

中

小

商業施設(150㎡～)

小学校

中学校

高等学校

資料：商業施設(H25年度宮崎市都市計画
基礎調査より作成)、教育施設は、宮崎市調べ

住宅地等

宮崎県の一般国道（直轄）の
平均旅行速度38㎞/h

［ 国道10号（現道部）の混雑度 【現況】 1.44 → 【整備後】 0.70 ］ ［ 通過する事故危険区間 【現況】 １８箇所 → 【整備後】 ０箇所 ］



４．地域の現状と課題＜②防災＞地域の課題と整備効果

【課 題】
●宮崎県の東海岸沿いは、南海トラフ巨大地震発生時の津波浸水想定区域となっている
●国道10号は、緊急輸送ルート計画における緊急輸送道路や緊急交通路にも指定されている
●対象区間は2車線であるため、災害時の交通集中による容量不足が生じ、緊急輸送ルートとして機能不全に陥ること

が懸念され、緊急輸送道路として信頼性の確保が課題

２．緊急避難時における国道10号の緊急輸送道路としての信頼性低下

【整備効果】
○緊急避難時に国道10号の信頼性の高い道路ネットワークを構築自衛隊地～宮崎

12

資料：宮崎県津波浸水想定（H25.2）
宮崎市地震津波対策インフラ構想（H25.10)
宮崎市津波ハザードマップ（H25.12）
宮崎市地域防災計画（H26.5）

国富SIC

宮崎西IC

10

西都
IC

宮崎IC

10

宮崎空港

宮崎港

宮崎県庁

宮崎市役所
（宮崎市災害対策本部） 日向

住吉駅

▲ 津波浸水想定区域および緊急輸送道路の位置づけ

対象
区間

日向灘

新名⽖
交差点

原⼝
交差点

宮崎市最大
16m

資料︓ひなたGISを基に作成

至
）
延
岡
市

至
）
宮
崎
市
中
心
部

10

対象区間

：避難の方向

ｼｰｶﾞｲｱIC

住吉地区

原⼝
交差点

住吉IC

10

西都IC

新名⽖
交差点

西都市

宮崎市

新富町

日向灘

事故危険区間

主要渋滞箇所

※緊急交通路とは、県公安
委員会が避難路の確保や、
緊急輸送車両の通行を確
保するために指定した路
線のこと。

一ツ葉有料道路が津波浸水
により利用ができなくなるた
め、国道10号に交通が集中
し渋滞が発生

津波浸水想定区域

緊急輸送道路ネットワーク

４車線以上

２車線

第１次

第２次

[ 一ッ葉有料道路が浸水途絶した場合の避難路の拡充 【現況】 ２車線 → 【整備後】 ６車線 ］
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地域の課題と整備効果

【課 題】
●第三次救急医療施設である県立宮崎病院が宮崎市中心部に立地。また、宮崎テクノリサーチパークや北部工業団

地等の産業拠点が市周辺地域に点在して立地
●対象区間は信号交差点が11箇所と多く、沿道施設へ出入りする車も多いためブレーキの回数が増え、救急搬送の

際、患者への身体的負担が大きく、速度低下により搬送時間も長くなることから、走行性・速達性の確保が課題
●対象区間の渋滞を避けた迂回により、輸送コストが増大するなど、産業活動に支障。定時性・速達性の確保が課題

３．救急搬送時の患者への負担増と渋滞等による物流効率の低下

【整備効果】
○救急医療活動・物流活動における走行性・速達性の向上

対象区間
国道10号

宮崎北ＢＰ区間
国道10号

佐土原ＢＰ区間

資料：ETC2.0データ(R3.4～R4.3)

▲ 国道10号における急ブレーキ（前後加速度-0.25G以上）の発生率

西都IC

国富SIC

宮崎テクノ
リサーチパーク

北部工業団地

倉岡ニュー
タウン業務用地

佐土原中央
工業団地

(株)ホンダロック
本社・宮崎工場

宮崎ハイテク
工業団地 10

10

10

対
象
区
間

宮崎トヨタグループ
総合物流センター

花ヶ島C-Mallプロジェクト
（整備工場、ショールーム）

迂回発生

宮崎西
IC

北部
救急小隊

県立宮崎病院
（第三次救急医療施設）

(株)ホンダロック
広瀬工場

石崎工業団地

写真①

住吉
救急小隊

原⼝
交差点

新名⽖
交差点

▲ 周辺の産業拠点、救急医療施設等の立地状況と救急搬送ルート
資料：宮崎市工業政策課（H30）

産業拠点（周辺の工業団地等）

部品調達ルート

部品調達迂回ルート

救急搬送ルート

▲ 渋滞区間を通過する救急車

至）宮崎市中心部

至）延岡市

写真①

事故危険区間

主要渋滞箇所

10

10

対象区間
2⾞線

H27:22,100(台/⽇)
至
）延
岡
市

至
）宮
崎
市
中
心
部

原
⼝
交
差
点

新
名
⽖
交
差
点混雑度︓1.51

⾄
︶
宮
崎
市
中
⼼
部

⾄
︶
延
岡
市

佐⼟原BP 宮崎北BP

▲ 沿道状況とボトルネック模式図

商業施設(150㎡～)

住宅地等

回
/千
台
キ
ロ

急ブレーキ
回 数

[ 北部救急小隊～第三次救急医療施設の所要時間 【現況】３８分 → 【整備後】２７分(１１分短縮) ］

［ (株)ホンダロック宮崎工場～宮崎西ICの所要時間 【現況】５７分 → 【整備後】４２分(１５分短縮) ］
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４．費用便益分析結果
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費用便益分析結果

便 益 Ｂ／Ｃ

走行時間短縮便益 約395億円

合 計

約463億円

1.3＝
463億円

370億円

走行経費減少便益 約 54億円

交通事故減少便益 約 15億円

事 業 費

事業費

改良費 約171億円

約490億円
(約339億円)

合 計

約609億円
(約370億円)

橋梁・トンネル・IC費 約163億円

その他工事費 約 38億円

用地補償費 約 48億円

間接費 約 70億円

維持管理費
約119億円
(約 31億円)

15

※上段：単純合計(税込)
下段：現在価値化後

※現在価値化後

上段：現在価値化後の便益
下段：現在価値化後のコスト
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５．とりまとめ
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